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(ml/kg/min) (立高齢者で有慈;に低く(4-5土4vs 21 
土4)、.加齢による有綾素性作業能力の低下が認められ
たが、告?吉の活動水準を表す活動議 (kcaIldaけには
授がみられなかった (242土79vs196土10打。活動設が
i湾等である築協において、1Jn議舎に{半う管捺態。2'-r詩去
活性の変化{ま認められず、日O'消去活性:立法年者によと
ベて潟齢者で有意、に15:かった。以上のことから、活性
酸素ラジカル畿の違いによって消去能力の加齢変化が
異なる可能性が示唆されたむ 日o'は非常に傷害殺の潟
いj毒性酸素であり、鍛{ヒストレスを促進する療関とな
ることから、 HO.t誌去活性の縫下が加議舎に伴う義変化ス
トレスの増加に関係している可能性が考えられたG
{総務j力Ll総に倖いとト骨機筋の02+-消去銭力は変化
しないが、日O'に対する消去能力は依下する可能'設が
示唆されたむ
Key Word 
銃殺イヒ能力 電子スピン共鳴法 加齢
